

























































































































































































































































































































































































































の巡査です。そして明治 10（1877）年に西郷隆盛が蜂起したので、11 年に彼は巡査 29 人を連れ
て鹿児島に行って西郷軍と戦ってるという話もあります。その後、ここが大事なんです。28 歳
で樺戸集治監、月形にやってきた。これは囚人を護送して、巡査として護送して月形刑務所にい
た。そうするとここには牧田重勝も新選組の永倉新八もいるということになります。その後、明
治 24（1891）年ごろだと思うんですが、厚田村に籍を移しています。その厚田村の安瀬という
漁村のマルト漁場のカンビになった。これは浜で帳簿をつける役割です。会計係です。武士は金
の計算しません。でもこのカンビさんを牧田さんがやったとすれば経理に明るい武士です。その
牧田さんが書いている直筆の賃貸証明書を見せていただいたことがあります。やわらかい文字を
書くんです。流麗な文字でありながら底光りのするような、強さを秘めた文字なんです。こうい
う武士にあるのは、表芸と裏芸両方身につけているんです。表芸というのは武道です。武術にお
いて強い。裏芸というのは華道、茶道、香道、こういったものまで身につけた、裏芸を身につけ
た武士。細川家が伝統的に強いんですけれども、そういった両方のことができた人ではないかと、
いう気が私はしております。そしてこの厚田村に剣道の道場を開いた。直心館道場です。その直
心館道場に９歳のころ子母澤寛さんが牧田重勝に習ってるんです。そしてそのときに梅谷十次郎
もそこにいる。人が重なって出てまいります。この人はのちに厚田消防組の組頭になっています。
江戸時代の女性たちが憧れる三大職業ってご存知ですか。相撲取り、同心・与力、これは警部で
すよね。そしてもう１つ、火消しです。火消し組頭というのは人気だった。それになったんです
からこの村の英雄だったということがいえます。
資料６．牧田重勝（彰義隊）２
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次にいきます、まとめます。この牧田重勝が亡くなった場所、大正３（1914）年ですからあの
札幌で集合写真を撮った翌年に彼は東京神田の駿河台病院で亡くなります。永倉新八は大正４
（1915）年に亡くなっている。子母澤寛さんは、そのころ丁度明治大学に在学中です。大正３（1914）
年７月に卒業していますから、牧田さんが亡くなるのが２月です。ということは牧田重勝と子母
澤寛さんは奇しくも北海道厚田村を出ていろんな紆余曲折を経て、最後の最後牧田さんの終焉の
地、神田駿河台病院の地にいるときに子母澤さんは知ってか知らずか、知らなかったような気も
しますが、運命的にこの場に吸い寄せられるようにいた。厚田から始まって駿河台病院、この駿
河台病院は大正元（1912）年に造られたといいますからほぼ年号的には合っています。ただし地
図には抜けているんですが、本当の名前は駿河台外科病院といいます。ここの院長先生の有名な
医術は胃癌の手術です。日本で最初に胃癌の手術に成功した医師だ、とすれば牧田さんは胃癌で
亡くなった可能性が強いと思います。
厚田に集まった人たちがどのような運命を辿ったかということが子母澤寛さんの作品に大きな
影響を与えることになったのだと思います。もう少しお話したいこともあるのですが、このへん
で私の話を終えたいと思います。
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